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論文審査の結果の要旨 

本研究の目的は，骨芽細胞分化における α7-nAChR の関与を明らかにし，α7-nAChR が骨

再生治療の新たな標的分子となり得るかを検討することである． 

その結果，MLAおよび PNUは，MC3T3-E1細胞および MSC の骨芽細胞分化促進作用を

有することが明らかとなり，骨芽細胞分化機構における α7-nAChR の関与が示唆された。

また，ラット頭蓋骨欠損部位への MLAまたは PNUの投与は骨形成を促進することから，

骨再生治療の新たな標的分子として α7-nAChR が有効である可能性が示唆された． 

以上の研究成果は，α7-nAChR を標的とした新たな再生医療技術の発展に繋がるものと

期待され，本研究は博士（歯学）の学位に値するものと認める。 

 

 

 

 

 

 

  


